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令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
さ
れ
、
地
域
福

祉
活
動
の
再
開
に
向
け
た
動
き
が
各
地
域

で
本
格
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。市

社
協
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、『
み
ん
な
が
つ
な
が
る 

ち
が
さ

き
の
地
域
福
祉
プ
ラ
ン
２
』
の
３
つ
の
基

本
目
標
「
つ
な
が
る
・
活
動
す
る
・
支
え

合
う
」
で
目
指
す
取
り
組
み
を
本
格
的
に

再
開
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
区
の
活
動
支
援
に
か
か
わ
る
中
で

は
、
居
場
所
づ
く
り
で
あ
る
サ
ロ
ン
活

動
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
再
開
・
復
活
し
て

き
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
様
子
か
ら
は
、

改
め
て
他
者
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
る
ニ

ー
ズ
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
市
社
協
は
そ
れ

ら
に
応
え
る
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。市

内
障
害
者
施
設
で
製
作
さ
れ
る
作

品
・
製
品
を
紹
介
す
る
カ
タ
ロ
グ
を
製

作
・
発
行
し
、
市
内
全
域
で
配
架
・
配
布

し
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
活
動
や

障
害
者
施
設
の
存
在
を
市
民
の
方
に
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な

っ
た
ほ
か
、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
反
響
か
ら

社
会
福
祉
法
人
翔
の
会
と
有
料
老
人
ホ
ー

ム
茅
ヶ
崎
太
陽
の
郷
の
交
流
企
画
の
実
現

や
、
茅
ヶ
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

会
場
と
し
た
梅
田
小
学
校
企
画
「
地
域
共

生
社
会
推
進
イ
ベ
ン
ト
」
の
開
催
協
力
の

依
頼
な
ど
、
活
動
の
発
展
も
生
ま
れ
ま
し

た
。

鶴嶺西地区「福祉・ランチの集い」
皆で食事も楽しめるようになりました。

若
年
層
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き

っ
か
け
（
動
機
）
の
一
つ
と
な
る
「
ユ
ー

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
茅
ヶ
崎
」
で
は
定
員
を

超
え
る
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

住
民
相
互
の
助
け
合
い
活
動
を
実
施
し
、

登
録
サ
ポ
ー
タ
ー
が
趣
味
や
特
技
、
時
間

を
活
か
せ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
認

知
症
や
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
で
き
る
こ

と
で
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。
市
社
協
で
は
、
身
近
な
活
動
の

場
と
し
て
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
活
用
が
進
む
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。
ス

マ
ホ
教
室
や
サ
ロ
ン
、
交
流
の
場
な
ど
を

き
っ
か
け
に
、
様
々
な
人
が
関
わ
れ
る
機

会
づ
く
り
を
地
区
の
方
と
企
画
・
実
施
し

ま
し
た
。

認
知
症
や
障
が
い
等
に
よ
り
判
断
能
力

に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
権
利
を
守

り
、
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
「
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
」
や
「
法
人
後
見
」
の

充
実
の
ほ
か
、
市
民
後
見
人
な
ど
の
支
え

手
の
養
成
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
活
動

「地域共生社会推進イベント」
「障がいについて」児童が自分たち
で考えました。

ユースボランティア茅ヶ崎
「シェアdeボランティア」で自分
たちのボランティア活動体験を分
かち合いました。

合

支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
４
面
で
は

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
の
生
活
支

援
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、「
成
年
後
見
制
度
」
の
普

及
・
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
市
、
関
係

機
関
と
そ
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
ま
し
た
。

住
民
と
専
門
職
等
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て

地
区
の
課
題
を
把
握
し
、
解
決
へ
の
取
り

組
み
に
つ
な
げ
る
地
区
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
で
の
課
題
共
有
か
ら
、
子
ど
も
や

子
育
て
世
帯
に
着
眼
し
た
取
組
み
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

浜
須
賀
地
区
で
は
、
放
課
後
の
過
ご
し

方
が
心
配
な
子
ど
も
が
い
る
等
の
話
題
か

ら
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
検
討
し
、

夏
休
み
に
「
は
ま
か
ん 

こ
ど
も
の
い

え
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
推
進
協
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
浜
須
賀
会
館
な
ど
の
協
力
・
連
携
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

海
岸
地
区
で
は
、
子
ど
も
だ
け
で
過
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
夏
休
み

の
居
場
所
と
し
て
「
サ
マ
ー
ス
ペ
ー
ス
海

岸
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
り
、
地
区
社

協
、
地
区
民
児
協
、
東
海
岸
小
学
校
区
推

進
協
の
三
者
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

第4期市民後見人養成講座
修了認定者4名へ名簿登載
説明を行っている様子です。「はまかんこどものいえ」

オセロで真剣勝負！の一コマです。
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※いずれの資金にも、貸付の条件・基準がありますのでご相談ください。（要予約）
※連帯保証人が立てられない場合は、ご相談ください

●教育支援資金
低所得者世帯を対象に、高校、大学、専門学校等の就学のために、必要な費

用を貸し付けています。
●総合支援資金
低所得者であって、失業等により、生活の維持が困難になった世帯に生活費

等の資金を貸し付けています。原則連帯保証人1名が必要です。失業給付、年
金、生活保護等を受けている人は対象となりません。

●不動産担保型生活資金
住み慣れた自宅に住み続けたい高齢者の方に、土地を担保として、生活資金

を貸し付けます。連帯保証人1名が必要です。

資金貸付制度のご案内

●福祉資金（生業費、技能習得費、医療費、介護費など）
低所得者、高齢者、障がい者世帯等へ一時的に資金を貸し付けることで、世
帯の自立を図ることを目的としています。原則連帯保証人１名が必要です。
●緊急小口資金
やむを得ない理由で緊急かつ一時的に生計維持が困難になった低所得世帯に
対して、少額の貸付を行います。

＜小口生活資金の貸付＞
一時的に生活に困窮している世帯へ、その自立と生活意欲の助長を図るため、
小口生活資金の貸し付けを行っています。
＜生活福祉資金の貸付＞

事
業
報
告
書
・
決
算
書
に
つ
い
て
は
、

市
社
協
事
務
所
に
据
え
置
き
し
て
い
る
他
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
ま
す
。

こんな悩みや不安をお持ちの方、弁護士による「成年後見相談」をご利用ください！

日　時：	偶数月　第１水曜日　
	 令和６年　８月７日　10月２日　12月４日
	 令和７年　２月５日
場　所：さがみ農協ビル２階　相談室
予　約：	13：15～（40分間）５名（先着順）
	 ＊相談日前月の１日～相談日前日まで予約を受付ています。
	 ＊時間の指定はできません。
	 ＊土日祝日年末年始（12月29日～ 1月3日）は、受付できません。
対　象：	市内在住者・市内在住者を支援する事業所や相談所等

こちらの
相談室で
お話を
伺います！

一人暮らしや高齢者世帯で判断能力に
自信がなくなった時に備えておきたい。

相続・遺言・後見監督人・
後見信託等について知りたい…

任意後見制度って何だろう？

判断能力に疑問がある親族のために、
成年後見制度を説明してほしい…

お問い合わせ・お申し込み

市社協あんしんセンター
（ ）0467-85-1066

送迎ボランティア募集！
市社協では、身体障がいのため外出が困難な車いす利用者を対象に、車いすごと
乗れる福祉車両を使用して、通院等の送迎をボランティアさんの協力を得て行って
います。あなたも送迎ボランティアになって、地域の福祉を支えてみませんか？
（市社協は、道路運送法における福祉有償運送の登録事業者です）

◎活動日・時間

お問い合わせ　月～金曜日8時30分～ 17時15分（祝日、年末年始は除く）
TEL　0467-85-9650（ハンディキャブ担当まで）

月～金曜日の８時30分～ 17時でご都合の良い時間（祝日、年末年始は除く）
活動を希望される方、ご興味がある方は、担当までご連絡ください。
※月1回の活動でも大歓迎！無理のない範囲で活動いただけます。
※実際の運行に同乗することも可能です。
※安心して運行していただけるよう、操作など含め、職員が全力でバックアップします！

活動するにあたり、以下の①～③のすべてに当てはまる方を対象とさせていただきます。
①普通自動車免許を保持し、運転経験5年以上の方
②過去2年以内に運転免許停止処分を受けていない方
③国土交通省認定講習（1日間）を受講していただける方
※�普通自動車2種免許をお持ちの方は	
講習が免除となります。

※講習費用は市社協で負担します。
※定年は80歳となります。
※�自家用車をお使いいただく	
「個人送迎ボランティア」も大募集です！


